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　　　　　　　　　計算および結果

　計算は，hの変化に応じて膜沸騰域，四つの遷移沸勝

域，熱伝達率最大の領域，核沸騰域，対流域に区分して，

各区間でその初期条件によってきまる固有値を求め，隣

接区域に接続した（図・1参照）°

　精度を要求する計算では級数の2項以後の項も必要で

あるが，焼入の場合にはτ一〇の近傍を除けば2項程度

で近似しても十分である，つぎに図式的に求めた固有値

μ1，∂1と一項近似による計算結果をあげる．

　　　　　　　　　　検　　　討

　図・2，からわかるとおり，乃＝一定としたときとhを

変えたときとでは曲線はかなり相異する．（図・2の点

線），この計算結果は図・3に併記した実験結果と非常

によく一致しているのでこの程度の近似で十分実用でき

る冷却曲線を求めることができると考えられる．実際の

焼入液の場合には，熱的物性値さえわかれば，適当な式

によってhを算出することができる。ただし図・3の

実験結果は時問軸方向に1秒平行移動してある．これは

初期条件の差で，実際に冷却する場合には，定常な沸騰

曲線るにのまでに過渡状態が，存在するための遅れと考

1．0

θ

0．5

0

えられる．

　計算の誤差としては，すでに述べた一項近似による誤

差，初期条件の差による遅れ，物性値の温度による変化

を無視したための差，実際のhとモデル化したhとの

ずれのほかに，hを表面でなく中心の温度で分けた誤差

がある．　　　　　　　　　　　　　　（1966年5月11日受理）
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図・3　平板の冷却曲線の例

15 t

〔図注〕図・31） 実験によって求めた定常状態での沸騰曲線からq＝heの式によってhを計算

し，図・1にならって区間の平均的なhの値を求めた．図中の数字がそれで

単位はkcal／m2hrである．

　　　　〔図注〕

　　　　2）点線で示した三本の曲線

　　　　　　は対応する定常状態と同

　　　　　　じ熱的条件の液で急冷し

　　　　　　た際の温度変化を記録し

　　　　　　たものである．

　　　　3）実験はフレオンR113
　　　　　　に銅板を加熱したものを

　　　　　　投入した．（定常状態の条

　　　　　　件も同じ）

・ec　20　　異なる曲線は，液温を変

　　　　　　えたためで，右からサブ

　　　　　　クールのないとき，10℃，

　　　　　　20°C，30°Cである．

　　　　　　（h＝160，800は参考の
　　　　　　ための曲線である．）
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増倍管

内点変位：dn

B，4十C34

マトリクス変位法の

X；O，Y・＝P

C、（y）＝－2dx〔……〕

C4（x）＝－2Ay〔……〕

フーリエ級数解（20項）

増培管

内点変位：bn

B，4十d34

マトリクス変位の

X＝O　X－P
C、（夕）－2∠x〔……〕

C4（x）＝　2∠y〔……〕

フーリエ級数（20項）
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